
概要 公式 優先度

変圧比

百分率抵抗降下（    ：二次負荷電流,    ：二次側換算全抵抗）

百分率リアクタンス降下（％リアクタンス降下）

百分率インピーダンス降下（％Z:インピーダンス）

ヒステリシス損

渦電流損

変圧器効率(     :全負荷出力,    :鉄損,   ：銅損）

負荷率(P:負荷出力）

同期速度（回転磁界の回転速度）

回転子の回転速度

回転子角速度

滑り

機械的出力

トルク

二次入力：二次銅損：機械的出力

誘導起電力

トルク

速度変動率（    ：無負荷時回転速度,    ：定格負荷時回転速度）

短絡比 要定義確認（あえて載せません）

同期インピーダンス（単位法）(Ks:短絡比）

同期発電機出力（E:誘導起電力,V端子電圧,いずれも相電圧）

単相半波整流回路（    :直流平均電圧,V：実効値）

単相全波整流回路（    :直流平均電圧,V：実効値）

三相全波整流回路（    :直流平均電圧,Ｖ：線間電圧）

直流降圧チョッパ

直流昇圧チョッパ

電験三種「機械科目」重要公式（比例関係）一覧

パワーエレクトロニクス

電圧変動率（     :二次側換算一次電圧,     :二次端子電圧）

同期機

直流機

誘導電動機

変圧器

𝑎 = Τ𝑁1 𝑁2 = Τ𝐸1 𝐸2

𝜀＝ Τ(𝑉20 − 𝑉2𝑛) × 100 𝑉2𝑛[%]

𝑝 = 𝐼2𝑛 Τ× 𝑅2 × 100 𝑉2𝑛[%]

𝑞 = Τ𝐼2𝑛 × 𝑋2 × 100 𝑉2𝑛[%]

𝜀 = 𝑝𝑐𝑜𝑠𝜃 + 𝑞𝑠𝑖𝑛𝜃[%]

%𝑍 = 𝑝2 + 𝑞2[%]

𝑃ℎ ∝ Τ𝑉2 𝑓

𝑃𝑒 ∝ 𝑉2

𝜂 =
𝑎𝑃𝑛

𝑎𝑃𝑛 + 𝑃𝑖 + 𝑎2𝑃𝑐
× 100[%]

𝑎 = Τ𝑃 𝑃𝑛

𝑁𝑠 = Τ120𝑓 𝑝 [𝑚𝑖𝑛−1]

𝑁 = Τ120𝑓(1 − 𝑠) 𝑝 [𝑚𝑖𝑛−1]

𝜔 = Τ2𝜋𝑁 60 [ Τ𝑟𝑎𝑑 𝑠]

𝑠 = Τ(𝑁𝑠 − 𝑁) 𝑁𝑠

𝑃𝑜 = 𝜔𝑇[𝑊]

𝑇 = Τ𝑃𝑜 𝜔 [𝑁 ∙ 𝑚]

𝐸 = 𝑘∅𝑁[𝑉]

𝑇 = 𝑘∅𝐼𝑎[𝑁・𝑚]

𝜀＝ Τ(𝑁0 −𝑁𝑛) × 100 𝑁𝑛[%]

Zs＝ Τ1 𝐾𝑠 [𝑝𝑢]

𝑃 = Τ3𝐸𝑉𝑠𝑖𝑛𝛿 𝑥 [𝑊]

𝐸𝑑 ≅ Τ0.45𝑉(1 + 𝑐𝑜𝑠𝛼) 2 [𝑉]

𝐸𝑑 ≅ Τ0.9𝑉(1 + 𝑐𝑜𝑠𝛼) 2 [𝑉]

𝐸𝑑 ≅ 1.35𝑉𝑐𝑜𝑠𝑎[𝑉]

V𝑑＝ Τ𝑇𝑜𝑛 × 𝑉 (𝑇𝑜𝑓𝑓 + 𝑇𝑜𝑛) [V]

V𝑑＝ Τ(𝑇𝑜𝑛 + 𝑇𝑜𝑓𝑓) × 𝑉 𝑇𝑜𝑓𝑓 [V]

𝑃2: 𝑃2𝑐: 𝑃𝑜 = 1: 𝑠: 1 − 𝑠

𝑉20 𝑉2𝑛

𝐼2𝑛 𝑅2

𝑃𝑛 𝑃𝑖 𝑃𝑐

𝑁0 𝑁𝑛

𝐸𝑑

𝐸𝑑

𝐸𝑑



光度

光束(点光源）

照度

輝度

照明

～フリースペース～

※公式の暗記は役立ちますが、暗記に頼るのはお勧めしません。

　各公式の定義を確認したうえで公式の確認をしましょう。（短絡比の欄はそのためです）

　「優先度」欄はテスト前に効率よく公式を確認するために設けました。ぜひ活用してください。

I＝ ΤF 𝜔 [𝑐𝑑]

𝐹 = 4𝜋𝐼[𝑙𝑚]

𝐸 = Τ𝐹 𝐴 = Τ𝐼 𝑟2[𝑙𝑥]

𝐿 = Τ𝐼 𝐴[ Τ𝑐𝑑 𝑚2]






